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③
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ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
口
グラムシの市民社会論。
ｌ
思
想
史
的
一
考
察
Ｉ
吉
田
傑
俊ニブし
本
稿
に
お
い
て
は
、
ま
ず
こ
こ
で
も
、
グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
の
理
論
的
前
提
と
も
い
う
べ
き
、
レ
ー
ニ
ン
の
「
デ
ィ
ク
タ
ッ
ー
ラ」概念とウェーバーの「官僚制支配」の概念についての若干の概観をおこなったうえで、グラムシの独自的なヘゲ
モ
ニ
ー
論
の
特
質
と
意
図
、
そ
し
て
、
哲
学
、
知
識
人
論
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
の
具
体
的
な
展
開
形
態
と
そ
の
意
義
を
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。
⑩レーニンの「ディクタッーラ」概念とウェーバーの「官僚制支配」概念
グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
は
、
な
に
よ
り
、
レ
ー
ニ
ン
の
「
デ
ィ
ク
タ
ッ
ー
ラ
」
概
念
（
グ
ラ
ム
シ
は
そ
れ
を
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
と
捉
え
て
い
る
が
）
の
継
承
と
発
展
、
そ
し
て
区
別
と
連
関
に
お
い
て
位
悩
づ
け
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
グ
ラ
ム
シ
の
われわれは、前縞において、グラムシの市民社会概念がへＩゲルとマルクスの市民社会論を継承・発展しつつ、現
代
の
歴
史
状
況
に
対
応
す
る
新
た
な
理
論
描
築
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
つ
ぎ
に
考
察
す
べ
き
は
、
こ
の
市
民
社
会
論
と
不可分離的に設定された、グラムシのヘゲモニー論の本質と展開についてである。グラムシのヘゲモニー概念こそは、
あの重悩的な「市民社会」を固有の機能するべき場として展開される、彼の思想におけるもう一つの基軸的概念だか
らである。
つぎの言葉に明らかである。
「あらゆるもの、哲学と諸哲学でさえ、政治的なものである。そして唯一の「哲学」は、活動の中にある歴史であ
グラムシの市民社会論口
三
、
市
民
社
会
に
お
け
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
の
展
開
三
○
る
、
す
な
わ
ち
生
活
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
こ
そ
、
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
の
継
承
者
で
あ
る
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
解
釈
し
え
る
し
、
ｌ
ま
た
イ
リ
ッ
チ
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
ヘ
ゲ
モ
ニ
「
の
噸
論
化
と
完
成
は
一
つ
の
総
大
な
（１）
「形而上学的」事件でもあったと確認し饅える」。
ま
た
、
一
方
で
は
、
グ
ラ
ム
シ
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
「
精
神
」
」
や
「
新
秩
序
ド
イツの議会と政府」などの著作も糀読し、「官僚制」、「議会」と「政党」そして「カエサル主義」などの概念につい
て検討している。とくにウェーバーが中心的に解明した「官僚制」については、こう位悩づけている。
「
政
治
的
、
経
済
的
諸
形
態
が
歴
史
的
に
発
展
す
る
に
つ
れ
、
官
僚
的
労
働
（
文
民
的
、
耶
耶
的
な
）
に
技
術
的
に
訓
練
さ
れ
た
「
職
業的な」公務員として表現しうる、新しいタイプの公務風が卿火するに至った。これは、政桁学と国家形態史にとつ
（２）
ては基本的な意義をもつ事実である」。
い
う
ま
で
も
な
く
、
レ
ー
ニ
ン
と
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
今
世
紀
初
頭
、
と
も
に
ロ
シ
ア
と
ド
イ
ツ
に
お
い
て
果
敢
に
政
治
に
立
ち
向
っ
た
巨
人
で
あ
る
が
、
そ
の
力
向
は
全
く
別
様
で
あ
っ
た
。
前
者
は
、
ツ
ァ
ー
の
圧
制
を
打
倒
す
べ
く
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
デ
ィ
ク
タ
ッ
ー
（Ⅱ）
ラ」概念を樹立しそれを》兀遂した。後者は、ドイツの「腐僚政治」を打破すべく、「カエサル主義」的政治指導者の
到
来
を
提
起
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
が
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
こ
の
前
者
の
継
承
・
発
展
と
して、また後者への批判的対決としてあるかぎり、レーニンとウェーバーの「ディクタッーラ」と「官僚制支配」の
概
念
と
そ
の
意
味
を
最
少
限
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
レ
ー
ニ
ン
が
、
ロ
シ
ア
革
命
に
さ
い
し
て
そ
の
基
軸
と
し
た
の
は
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
デ
ィ
ク
タ
ッ
ー
ラ
」
論
で
あ
っ
た
。
こ
の概念は、ロシア革命の前夜に、「理論的」かつ「実践的Ⅱ政治的」な「特別の迩要性」から濟かれた「国家と革命」
グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
口
一一一一
グラムシの市民社会論。
一一一一一
に
、
整
備
さ
れ
て
定
式
化
さ
れ
て
い
る
。
、
、
「
マ
ル
ク
ス
が
国
家
の
問
題
と
社
会
主
義
革
命
の
問
題
と
に
適
用
し
た
階
級
闘
争
の
学
説
は
、
必
然
的
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
政
治
、
、
、
的
支
配
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
デ
ィ
ク
タ
ッ
ー
ラ
の
承
認
に
、
す
な
わ
ち
、
他
の
だ
れ
と
も
分
有
さ
れ
な
い
、
大
衆
の
武
装
力
に
直
接
立脚した権力の承認に導く。……プロレタリアートには、国家権力、すなわち、中央集権的な権力組織、強力組織が
必
璽
で
あ
る
ｌ
搾
取
者
の
反
抗
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
も
、
社
会
主
義
綴
済
を
「
組
織
」
す
る
う
え
て
鰄
大
な
住
民
大
搬
す
な
わ
ち
農
民
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
、
中
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
を
指
導
す
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
労
働
者
党
を
教
育
す
る
こ
、
、
、
と
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
前
衛
１
－
権
力
を
掌
握
し
、
全
人
民
を
社
会
主
義
へ
導
き
、
新
し
い
体
制
を
指
導
し
組
織
す
る
能
力
を
も
ち
、
ま
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
い
れ
ず
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
反
対
し
て
、
自
分
の
社
会
生
活
を
建
設
す
る
う
え
で
、
す
べ
て
（４）
の
勤
労
被
搾
取
者
の
教
師
と
な
り
、
指
灘
者
と
ぼ
り
、
筒
領
と
な
る
能
力
を
も
つ
前
衛
ｌ
を
教
育
す
る
」
．
こ
こ
に
明
確
な
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
諸
点
で
あ
ろ
う
。
①、革命におけるプロレタリアートの「支配」と「指導」の必要性、②、「支配」は「大衆の武装力」に立脚した国
家権力の樹立であり、「指導」はこの国家権力の樹立と維持のために必要であること、③、この「支配」と「指導」
の
た
め
に
前
衛
党
が
必
須
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ン
は
、
こ
の
定
式
を
マ
ル
ク
ス
目
体
の
発
展
に
則
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
て
いる。すなわち、マルクスにおける、「国家、すなわち支配階級として組織されたプロレタリアート」（「共産党宣
言
」
）
の
把
握
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
一
八
四
八
－
一
八
五
一
年
に
お
け
る
「
革
命
の
総
括
」
に
よ
っ
て
、
「
す
べ
て
の
変
革
は
、
こ
の
（
政
治
権
力
の
）
機
構
を
う
ち
く
だ
く
」
言
ル
イ
・
ポ
ナ
パ
ル
ト
の
プ
リ
ュ
メ
ー
ル
十
八
日
」
）
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
進
展
し
、
つ
い
に
「
階
級
闘
争
は
、
必
然
的
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
デ
ィ
ク
タ
ッ
ー
ラ
に
導
く
」
（
「
ワ
イ
デ
マ
イ
ャ
ー
へ
の
手
紙
」
）
こ
と
たとえば、マルクスはいう（「ハーグ大会についての淡説」）「労働者は、新しい労働の組織をうちたてるために、
やがては政治権力（Ｓの□・一屋⑪ｎ房の①ゴロ一〔）をにぎらなければならない。……しかし、われわれは、この目標に到達
す
る
た
め
の
手
段
は
ど
こ
で
も
同
一
だ
と
主
張
し
た
こ
と
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
制
度
や
風
習
や
伝
統
を
老
噸
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
、
そ
し
て
も
し
私
が
あ
な
た
が
た
の
国
の
制
度
を
も
っ
と
よ
く
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
オ
ラ
ン
ダ
を
も
そ
れ
に
つ
け
く
わ
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
労
働
者
が
平
和
的
な
手
段
に
よ
っ
て
そ
の
目
標
に
到
達
で
き
る
国
々
が
あ
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
否
定
し
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
が
正
し
い
と
し
て
も
、
こ
の
大
陸
の
大
多
数
の
国
々
では、強力（臼のｏの三骨）がわれわれの革命のてことならざるをえないことをも、認めなければならない。労働の文
（６）
配
を
う
ち
た
て
る
た
め
に
は
、
一
時
的
に
強
力
庁
」
う
っ
た
え
る
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
」
。
ま
た
、
晩
年
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
さ
ら
に
明
碓
に
い
う
（
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
階
級
闘
争
』
序
文
）
。
「
奇
襲
の
時
代
、
無
自
覚
な
大
衆
の
先
頭
に
た
っ
た
自
覚
し
た
少
数
者
が
遂
行
し
た
革
命
の
時
代
は
過
ぎ
さ
っ
た
。
社
会
組
織
の
完
全
な
改
造
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
大
衆
自
身
が
そ
れ
に
参
加
し
、
彼
ら
自
身
が
、
な
に
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
か
、
な
ん
の
た
め
に
彼
ら
は肉体と生命をささげて行動するのかを、すでに理解していなければならない。このことをこそ、最近五○年の歴史
（７）
がわれわれに教轌えてくれたのだ」。
グラムシの市民社会諸口
一一一一一一
、
、
元化はしていない。
を
明
碓
に
す
る
に
至
っ
た
と
、
強
調
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
デ
ィ
タ
ッ
ー
ラ
自
体
の
内
実
の
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
詳
論
（５）
できないが、マルクスやエンゲルスは少くとも、この内実を、レーニンの強調するようには、「強力革へ叩」として一
レーニンは、初期の著作「何をなすべきか」（一九○二）では、労働稀の「自然発生的意識」に対して「目的意識
性」を対置したが、ここでは一貫して後者による強力な指導性が強調される。彼によれば、「自然発生的要素」とは
ト
レ
ー
ド
ュ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
「
意
識
性
の
萠
芽
形
態
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
「
自
然
発
生
的
な
労
働
運
動
と
は
組
〈
口
主
義
で
あ
り
、
亘
巨
Ｈ
‐
（肘葛の『六円目沖］の『Ｑであるが、組合主義とは、まさしくブルジョアジーによる労働者の思想的奴隷化を意味するから
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｂ
である。だから、われわれの任務、すなわち社会民主主義者の任務は、自然発生性と闘争する》」と、ブルジョアジー
の庇護のもとにはいろうとする組合主義のこの自然発生的な志向から労働運動をそらして、革命的社会民主主義の庇
（８）
、
、
、
、
、
、
護のもとに引き入れることである」。すなわち、「階級的・政治的完成は、外部からしか、つまり経済闘争の外部から、
（９）
労
働
者
の
雇
主
と
の
関
係
の
圏
外
か
ら
し
か
、
労
働
者
に
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
果
す
べ
き組織、「革命家の組織」は「労働者の組織」にたいして、つぎのように規定される。すなわち、労働者の組織は、
＞
Y,
◎ しか
る
に
、
レ
ー
ニ
ン
の
場
合
は
、
こ
の
デ
ィ
ク
タ
ッ
ー
ラ
の
内
実
は
主
要
に
は
「
強
力
革
命
」
の
方
向
に
定
位
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
当
然
に
、
そ
の
要
因
は
、
ツ
ア
リ
ー
圧
制
下
の
ロ
シ
ア
の
歴
史
的
、
社
会
的
条
件
に
起
因
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、
このディクタッーラの位置づけを、いま、われわれの問題関心に則してヘゲモーーー論の観点から検討するなら、問題
と
な
る
の
は
「
支
配
」
と
「
指
導
」
の
関
係
と
な
ろ
う
。
こ
の
問
題
視
点
か
ら
『
国
家
と
革
命
」
以
前
の
レ
ー
ニ
ン
の
著
作
を
み
て
み
よ
として捉え、②、そこに云
け
て
い
る
こ
と
、
で
あ
ろ
う
。
グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
口
三
四
こ
こ
に
明
ら
か
な
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
デ
ィ
ク
タ
ッ
ー
ラ
を
、
①
、
ま
ず
労
働
者
の
権
力
一
般
と
し
て
捉
え
、
②
、
そ
こ
に
至
る
「
手
段
」
の
多
様
性
を
確
認
し
、
③
、
そ
の
「
正
し
い
」
主
軸
を
大
衆
の
「
多
政
者
革
命
」
に
位
置
づ
こ
こ
に
一
貫
す
る
レ
ー
ニ
ン
の
デ
ィ
ク
タ
ッ
ー
ラ
論
を
若
干
概
括
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
「
支
配
」
の
「
指
導
」
に
た
い
す
る
優
位
性
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
デ
ィ
ク
タ
ッ
ー
ラ
概
念
を
主
と
し
て
「
強
力
革
命
」
と
位
悩
づ
け
る
こ
と
を
軸
と
し
て
、
第
一
に
、
権
力
獲得のための少数者の革命組織による、多数の大衆の職業的教育の強調であり、第二に、多数の大衆それ自体による
グラムシの市民社会論。
三
五
「職業組織的」で、「できるだけ広汎なもの」「秘密でないもの」でなければならないが、革命家の組織は、「革命的活
動を職業とする人々」をふくんだ、労働者とインテリゲンチュアの間の「差異」は消えさらねばならぬ、「広汎」で
（Ⅶ）
はなく「秘密」なもの、でなければならないのである。
ま
た
、
一
九
○
五
’
七
年
の
第
一
次
ロ
シ
ア
革
命
時
に
書
か
れ
た
『
民
主
主
義
革
命
に
お
け
る
社
会
民
主
党
の
二
つ
の
戦
術
』
は
、
民
主
主
義
革
命
の
社
会
主
義
革
命
へ
の
関
係
と
方
法
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
レ
ー
ニ
ン
は
、
こ
こ
で
、
民
主
主
義
革
命
の
必
要
を
強
く
強
調
す
る
。
「
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
に
も
っ
と
も
粉
力
的
に
参
加
せ
よ
、
首
尾
一
脚
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
民
主
主
義
の
た
め
に
、
革
命
を
最
後
ま
で
遂
行
す
る
た
め
に
、
も
っ
と
も
断
固
と
し
て
闘
争
せ
よ
、
と
お
し
え
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ロ
シ
ア
革
（Ⅱ）
〈叩のブルジョア民主主義的な枠からとびだすことはできないが、この枠を大いにおしひろげることはできる」。「われ
わ
れ
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
完
全
な
政
治
的
自
由
、
民
主
的
共
和
制
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
農
民
の
雛
命
的
民
主
主
義
的
デ
ィ
ク
タ
ッ
（吃）
１
－
フ
以
外
に
は
、
社
会
主
義
に
近
づ
く
手
段
は
な
い
し
ま
た
あ
り
え
な
い
こ
と
を
、
わ
す
れ
て
は
な
ら
な
い
」
。
し
か
し
、
こ
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
腱
民
の
革
命
的
民
主
主
義
的
デ
ィ
ク
タ
ッ
ー
ラ
」
の
勝
利
の
方
向
は
、
こ
こ
で
も
明
碓
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
方
向
づ
け
ら
れる。「その勝利は、『合法的な。｜『平和的な方法で」つくりだされたなんらの機関に立脚するのではなくて、かなら
ず
取
事
力
に
、
大
衆
の
武
装
に
、
姉
起
に
立
脚
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
ど
う
し
て
も
デ
ィ
ク
タ
ッ
ー
ラ
で
し
ず
取
事
力
に
、
大
（川）
かあり諺えない」。
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
詞
レ
ヘ
ワ
グ
ル
ュ
ン
デ
権利根拠、つまり＋
当性根拠には、周楴ペル
ゾ
して支配者の「人牝
四の風の、厨沖）の主脛
であり、「窓意や計
だが、ここで留塞
同様に、近代的な吉
グラムシの市民社会論ロ
ーーーーハ
、
、
、
民
主
主
義
革
命
の
樹
立
そ
れ
自
体
の
意
義
と
そ
の
方
法
論
の
不
徹
底
、
と
し
て
指
摘
し
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
ま
さ
に
、
「
多
数
者
並
命
」
の
時
期
と
場
所
に
お
け
る
、
国
家
と
市
民
社
会
、
機
励
戦
と
陣
地
戦
の
問
題
と
連
関
し
た
、
グ
ラ
ム
シ
に
よ
る
ヘ
ゲ
モ
ニー論、すなわち支配と指導の弁証法の方法的深化が用意されねばならない前提であったといえよう。
つ
ぎ
に
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
官
僚
制
支
配
の
概
念
と
そ
こ
か
ら
の
脱
却
の
方
向
を
み
よ
う
。
レ
ー
ニ
ン
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
生
き
た
ウ
ェ
ー
バーが、ドイツにおける「近代」の問題と別様の意味で対決したことは否定しえない。その中心問題は「合理化」の
、
、
、
、
、
、
、
、
、
過
程
で
あ
り
、
そ
れ
は
理
論
的
に
は
科
学
的
世
界
観
の
支
配
で
あ
り
、
実
践
的
に
は
官
僚
制
の
支
配
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
基
調
（Ⅱ）
とするウェーバーの学問は、政沿、経済、》不教などの各領域の固有の法則性の解明であり、それらの内在的相互関係
、
、
、
、
、
、
の規定であった。ここに、マルクス主義の変革性とは異なる、徹底した「没価値的」実証的な基本性格がある》」とは
パーは「支配の社会学」（『経済と社会」第九章）においていう、「支配は、支配者と被支配者とにおいて、
（旧）
、つまり支配の「正当性（曰の旧の四斤目蔵斤）」の根拠によって、内面的に支えられる」ものである。この正
には、周知のように、「合法的支配」としての「官僚制支配」、「伝統的支配」としての「家父長制支配」、そ
ペ
ル
ゾ
ン
者の「人格」や「天与の資質」による「カリスマ的支配」が挙げられる。官僚制支配（臼のワ日・丙Ｈ口は円げのロ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
鼻）の主体は「官吏（ｑＲｍ８Ｂ庁円）」であるが、その行政は「没主観的な官職義務にもとづく職業労働」（肥）
「窓意や計質不能性」を排除して、「厳に形式主義的に、〈口理的規則」にしたがって行なわれるものである。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
「
近
代
国
家
の
全
発
展
史
は
、
近
代
的
な
官
僚
制
度
と
官
僚
制
的
経
営
と
の
歴
史
に
帰
着
し
、
（Ⅳ）
近
代
的
な
高
度
資
本
主
義
の
全
発
展
は
、
経
済
経
営
の
官
僚
制
化
の
進
展
と
一
致
す
る
」
と
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
わ
ち
、
行
政
の
官
僚
制
化
の
地
盤
は
、
量
的
発
達
、
た
と
え
ば
大
国
家
と
大
衆
政
党
で
あ
り
、
質
的
変
化
と
し
て
は
行
政
の
集
約
化
で
あ
ザ
ッ
ハ
リ
ッ
ヒ
リ、「社会政策的」任務の拡大にあるとされる。さらに、ウェーバー‐は、この官僚制の「非人格的・卯対象的目的」
の背後には、「文化的価値理念」、すなわち国家、教会、政党、経営のようなものが、この目的をイデオロギー的に神
（肥）
化する心ものとして存在する、という。
ここに、官僚制に対時するものとしての民主制（ウェーバーはこれを「「支配」の極少化をめざす潮流」と捉える）
の問題が生起する。ウェーバーによれば、この「民主制的な」潮流は、一方では「権利の平等」と窓意に対する権利
も
、
、
、
の
保
障
の
要
求
に
よ
っ
て
「
行
政
の
形
式
的
・
合
理
的
な
「
没
主
観
性
」
を
要
求
す
る
」
が
、
「
エ
ー
ト
ス
」
に
つ
い
て
は
た
と
え
ば
実
（川）
質的「正義」への要請を行い、「没価値性」と不可避的に衝突し、「〈口理的に要求されたものを感怖的に非難する」。
す
な
わ
ち
、
「
無
産
者
大
衆
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
法
や
行
政
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
有
産
者
と
の
間
の
経
済
的
・
社
会
的
生
活
チ
ャ
（、）
ンスの均衡化に奉仕すべき仏〉のである」。
だ
が
、
こ
の
悔
恢
制
と
民
主
制
と
の
対
立
に
関
し
て
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
強
調
す
る
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
で
あ
る
。
法
や
行
政
が
、
民
主
制
の
要
求
す
る
こ
の
よ
う
な
機
能
を
営
む
こ
と
は
、
内
容
的
に
「
倫
理
的
」
な
、
「
非
形
式
的
な
」
性
格
を
と
る
こ
と
で
あ
り
、
司
法
（別）
や行政の合理的な運行を、「絶対君主」の「官房裁判」と同等かそれ以上に妨げるＪＵのである。このような立場から、
（醜）
ウエーパーは、この問題に対してつぎのように結論する。それは、①、民主制は、白Ｈら名望家支配に対する闘争の結
果として生みだした官恢制化の傾向と、不可避的に矛盾に陥る。②、官僚制の成立を「官僚制的に組織された支配染
、
、
、
、
、
団に対する被支配集団の水準化」とするかぎり、「直接的な」支配を確保するために「職業的官僚」の支配権力を極
少
化
す
る
と
解
し
え
る
「
民
主
化
」
は
問
題
と
し
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
グラムシの市民社会論口
三
七
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
「
カ
エ
サ
ル
主
義
」
に
つ
い
て
は
す
で
に
「
支
配
の
社
会
学
」
に
お
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
当
時
の
ド
イ
ツ
の
状
況
の
中
で
具
体
的
に
展
開
し
た
の
は
、
「
新
秩
序
ド
イ
ツ
の
議
会
と
政
府
」
二
九
一
八
）
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
第
一
次
大
戦
中
の
講
演
に
基
く
こ
の
論
文
で
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
こ
の
戦
争
の
意
味
を
「
向
僚
制
機
柵
」
が
全
世
界
を
「
凱
旋
行
進
」
す
る
こ
と
に
あ
る
し
、
と
く
に
、
「
ド
イ
ツ
人
が
、
工
場
か
ら
軍
隊
と
国
家
に
い
た
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
人
的
支
配
団
体
の
合
理
的
・
分
（羽）
業的・専門的な官低制機柵をみごとに発展させた」と指摘する。そして、筒僚制をつぎのように弾劾する。「生へ叩の
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ない機械は、精神が対象化されたものである。…・・・精神が対象化されたものといえば、生命ある機械もまたそうであ
る
。
生
命
あ
る
機
械
の
役
を
演
ず
る
の
は
、
訓
練
を
受
け
た
専
門
的
労
働
の
特
殊
化
・
権
限
の
区
画
・
勤
務
規
則
お
よ
び
階
層
的
に
段
階
づ
け
ら
れ
た
服
従
関
係
を
と
も
な
う
官
僚
制
組
織
で
あ
る
。
生
命
あ
る
機
械
は
生
命
な
き
機
械
と
手
を
結
ん
で
、
未
来
の
隷
従
の
機
（別）
（８ｍの呂習⑪の〕の。①『四目、丙の】己の同Ｎｐ百日［）をつくりⅢすよう働く」。
グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
口
三ハ
、
、
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
脱
点
は
、
第
一
に
、
非
人
格
的
、
形
式
的
な
官
僚
制
支
配
を
、
近
代
の
「
合
理
化
」
す
な
わ
ち
一
極
、
、
、
の必然性において捉える》」とであり、第一一に、これに対して、エートス的、実質的な要求をもって対抗する民主制を、
その「自己矛盾」において拒否するものといえよう。徹底的な「没価値論」の立場に身を置くウェーバーに、ここで
た
だ
ち
に
、
民
主
制
や
「
無
産
者
」
へ
の
敵
意
を
み
る
こ
と
は
不
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
が
こ
の
立
場
か
ら
筒
僚
制
支
配
の
打
破
の
方
向
を
求
め
よ
う
と
す
る
と
き
、
そ
れ
は
少
な
く
と
も
「
無
産
者
」
す
な
わ
ち
近
代
労
働
者
の
立
場
で
は
な
く
、
議
会
や
政
党
と
い
っ
た
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
形
式
的
、
合
理
的
な
、
既
存
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
制
度
と
組
織
を
前
提
す
る
も
の
に
な
る
こ
と
は
自
明
で
あ
っ
た
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
そ
れ
を人民投票的政沿指導者による「カエサル主義（Ｏ凶田臥切日ロ⑩）」の力向に求めるのであるが、さらにそれを検討しょ
》フ◎
こ
の
官
僚
制
を
統
制
し
、
方
向
を
指
示
す
る
も
の
と
し
て
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
君
主
と
議
会
を
挙
げ
る
。
だ
が
、
「
君
主
は
、
政
党
の
閥
、
、
、
、
、
、
（
郡
）
兼
や
外
交
活
動
の
な
か
で
訓
練
さ
れ
た
政
治
家
で
は
け
っ
し
て
な
い
」
ゆ
え
に
、
行
政
を
統
制
し
、
え
な
い
。
で
は
、
議
会
は
ど
う
か
。
（鋤）
「近代の議会は、なによりもまず官僚制という手段によって支配される人びとの代表機関である」が、議会が「議会
主義的制度」、「指導者の議会主義的選抜」、「指導者の議会主義的責任」、「行政の議会主義的統制」などの原則を実行
（汀）
するときは、秋極的な「政治の一要素」となる。したがって、「近代の政治家にとっては識〈赤における剛争が、そし
（鋼）
て
政
党
に
と
っ
て
は
国
家
に
お
け
る
闘
争
が
、
与
え
ら
れ
た
道
場
で
あ
る
」
。
マ
ツ
セ
ン
・
シ
ユ
ダ
ー
ト
テ
」
こ
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
議
会
と
政
党
に
お
け
る
「
指
導
者
」
の
問
題
で
あ
る
が
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
そ
れ
を
大
衆
国
家
に
（即）
おける「カエサル主義」に求める。カエサル主義とは「天才による統治形態Ｑ｝の肉の日の目ロ、、｛。『日口の⑪○の日の、」であ
、
、
、
り
、
「
『
少
数
の
原
則
』
、
す
な
わ
ち
少
数
者
か
ら
な
る
指
導
的
グ
ル
ー
プ
の
も
つ
卓
越
し
た
政
治
的
機
動
力
が
、
つ
ね
に
政
治
的
行
為
を
（鉛）
支
配
す
る
」
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
し
か
る
に
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
こ
の
カ
エ
サ
ル
主
義
を
増
大
す
る
大
衆
的
民
主
化
自
体
に
求
め
よ
う
と
す
る
。
彼
に
お
い
て
は
、
も
と
も
と
民
主
化
と
デ
マ
ゴ
ギ
ー
は
対
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
わ
れ
わ
れ
は
ド
イ
ツ
に
お
い
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
も
て、デマゴギーと賎民の影響下にあるわけだが、それは民主主義がない、正確に一一一口うと、秩序ある民主主義がないか
、
、
、
、
、
、
、
、
（
弧
）
らにほかならない」。しかるに、ウェーバーはいまこの一アマゴギーを逆利用したカエサル主義を唱える。「能励的な大
衆民主化（蝉頁一『の目、脇の己の日。博目⑪】の【目、）」において、政治指導者は「大衆デマゴギー的手段を用いて大衆の傭
、
、
、
、
任と信用そのものを、したがって権力を獲得する、これである。一」れは、ことがらの本性上、指導者選抜のカエサル
、
、
、
、
（鉋〉
プ
レ
ピ
ス
ッ
イ
ー
ト
主義的な転換を意味している」。そして、その手段は「人民投票」に置かれる。反対に、「識〈云主義」を超える「街頭
主義的」な民主主義、社会主義は、つぎのように断罪される。「官慰的な官僚勢力を擁するわが制度のもとでは、識
グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
口
三
九
グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
ｑ
四
○
、
、
、
、
、
、
会主義のひとかけら、ｂない民主主義はなにを意味するであろうか。そういうまったく受動的な民主化（Ｃ四⑪⑪一ぐの
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｏの『づ。穴『目の一の同月い）は、わが国で周知の、『君主制的統治』という名の、統制されない官僚支配のまったく純粋な形
態
で
あ
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
も
し
こ
れ
が
あ
の
一
社
会
主
義
者
』
の
望
む
よ
う
な
経
済
組
織
と
結
び
あ
わ
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
（鋼）
古代『ライトゥルギー国家・一を近代的・合理的に模写したような。ｂのになるだろう」。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
官
僚
制
支
配
の
打
破
の
方
向
は
、
第
一
に
、
現
存
の
制
度
的
前
提
と
し
て
の
議
会
と
政
党
の
個
人
的
、
、
、
、
、
指導者による、主体的澁任を介した「カエサル主義」、すなわち闘争する諸勢力の均衡的裁定に求められている》」と、
第
二
に
、
こ
の
カ
エ
サ
ル
主
義
を
民
主
化
迦
励
の
デ
マ
ゴ
ギ
ー
的
転
川
に
よ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
官
僚
制
支
配
と
と
も
に
大
衆
の
民
主
化
迎
勅
を
も
規
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
、
と
い
え
よ
う
。
概
し
て
い
う
な
ら
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
政
治
論
は
、
官
僚
制
支
配
を
近
代
の
合
理
化
の
必
然
と
し
て
捉
え
た
う
え
で
の
、
官
僚
制
へ
の
議
会
と
政
治
家
の
優
位
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
改
革
の
域
を
出
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
州
結
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
官
懸
国
家
に
お
け
る
市
民
の
主
体
化
で
は
あ
っ
て
も
、
無
、
、
、
産
大
衆
の
主
体
化
を
決
し
て
求
め
る
、
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
こ
こ
に
、
グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
が
、
登
場
す
る
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
、
レ
ー
ニ
ン
の
デ
ィ
ク
タ
ッ
ー
ラ
概
念
に
お
、
、
、
、
け
る
支
配
と
指
導
の
弁
証
法
の
深
化
と
拡
大
、
そ
し
て
ま
た
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
お
け
る
官
僚
制
的
支
配
と
そ
の
打
破
の
方
向
に
対
す
る
、
真
、
、
、
、
、
、
、
の主体形成の方法の追求として設定される一」とになるのである。
②
グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
概
念
の
特
質
グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ー
ー
ー
論
の
特
質
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
、
彼
の
市
民
社
会
論
と
対
を
な
す
グ
ラ
ム
シ
の
本
質
的
概
念
で
あ
り
、
そ
こ
れ
と
ほ
ぼ
対
応
し
補
完
す
る
命
題
は
、
つ
ぎ
の
も
の
で
あ
る
。
「
あ
る
社
会
集
団
の
至
上
権
は
、
「
支
配
』
と
し
て
『
知
的
道
徳
的
指
導
」
と
し
て
二
様
の
方
式
で
現
わ
れ
る
。
あ
る
社
会
集
団
は
、
多
分
武
力
に
お
い
て
さ
え
。
掃
」
す
る
か
服
従
さ
せ
よ
う
と
す
る
敵
対
的
な
諸
集
団
を
支
配
す
る
が
、
類
似
的
、
同
盟
的
諸
集
団
は
指
導
す
る
。
あ
る
社
会
集
団
は
、
統
治
権
を
独
得
す
る
以
前
に
「
指
導
権
」
を
す
で
に
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
む
し
ろ
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
こ
の
こ
と
が
ま
さ
に
統
治
権
を
獲
得
す
る
た
め
の
原
則
的
諸
条
件
の
一
つ
で
あ
る
）
。
こ
の
社
会
集
団
は
権
力
を
行
使
す
る
と
き
、
次
第
に
支
配
的
に
な
る
。
し
か
し
、
権
力
を
固
く
保
持
す
る
と
し
て
さ
え
も
、
同
様
に
「
指
導
的
」
で
あ
り
つ
づ
け
ね
ば
な
ら
グラムシの市民社会論。
四一
家
や
『
法
的
」
支
配
（鈍）
り連関的である」。
プ（》。
れ
に
つ
い
て
は
多
岐
に
わ
た
る
思
索
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
ま
ず
、
レ
ー
ニ
ン
の
デ
ィ
ク
タ
ッ
ー
ラ
概
念
に
お
け
、
、
、
、
、
る
「
支
配
と
指
導
」
の
深
化
と
し
て
の
本
質
と
機
能
、
つ
ぎ
に
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
官
僚
制
支
配
と
そ
の
打
破
の
方
向
に
対
時
す
る
も
の
と
し
、
、
、
、
、
、
い
て
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
主
体
の
問
題
に
焦
点
を
あ
て
つ
つ
検
討
し
て
い
こ
う
。
グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
概
念
は
、
な
に
よ
り
市
民
社
会
概
念
を
前
提
と
し
、
そ
れ
を
固
有
の
場
と
し
て
生
成
し
機
能
す
る
も
の
で
あ
わ
れ
わ
れ
は
、
さ
き
に
引
い
た
命
題
を
再
度
み
よ
う
。
「
さ
し
あ
た
っ
て
、
上
部
構
造
の
二
つ
の
大
き
な
「
次
元
」
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
つ
は
「
市
民
社
会
』
と
呼
び
う
る
も
の
、
す
な
わ
ち
「
私
的
」
な
も
の
と
よ
ば
れ
る
諸
機
構
の
全
体
の
『
次
元
』
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
「
政
治
社
会
」
も
し
く
は
『
国
家
』
の
次
元
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
次
元
は
、
一
方
で
の
支
配
集
団
が
全
社
会
に
お
い
て
行
使
す
る
「
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
」
の
機
能
と
、
他
方
の
国
家
や
『
法
的
」
支
配
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
『
直
接
支
配
」
あ
る
い
は
命
令
の
機
能
と
に
対
応
す
る
。
こ
こ
で
の
諸
機
能
は
有
機
的
で
あ
ヘゲモニーに関するこの二つの命題は、まさにレーニンのディクタッーラ概念を深化したものといえよう。第一に、
「ヘゲモーーー」の機能は「直接支配」の機能と有機的、連関的に捉えられながら、それぞれが「市民社会」と「国家」
の次元での機能として相対的に区分されている。第二に、ヘゲモーーーは、さらに支配（武力的支配をふくむ）に対極
される「知的・道徳的指導」として明碓化され、それはさらに支配のための前提条件でありかつ支配の存続条件とし
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
普
遍
的
位
置
づ
け
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
デ
ィ
ク
タ
ッ
ー
ラ
に
お
け
る
支
配
ｌ
指
導
関
係
に
お
け
る
、
指
導
の
支
配
へ
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
－
を
定
位
す
る
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
で
は
、
グ
ラ
ム
シ
は
こ
の
よ
う
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
を
な
ぜ
に
提
起
す
る
に
至
っ
た
の
か
。
そ
の
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
市
民
社
会
を
そ
の
主
要
な
戦
場
と
す
る
「
陣
地
戦
」
と
深
く
関
係
す
る
。
し
１ニンのディクタッーラ概念とグラムシのヘゲモニー論の間の継承発展関係もここにこそある。すなわち、「一九一
七
年
匹
米
刀
で
適
川
さ
れ
て
勝
利
を
も
た
ら
し
た
機
勅
戦
か
ら
西
方
で
恥
一
の
可
能
な
形
態
で
あ
る
陣
地
戦
へ
の
転
換
は
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
イ
リ
ッ
チ
が
理
解
し
て
い
た
と
私
に
は
思
え
る
…
…
イ
リ
ッ
チ
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
方
式
を
発
展
さ
せ
る
時
間
を
（秘）
もたなかった」。したがって、グーフムシのヘゲモニー論はなによりこの陣地戦の具体的方式として理解しなければな
陣
地
戦
ｌ
へ
ゲ
モ
ニ
ー
論
の
構
想
は
、
グ
ラ
ム
シ
に
お
い
て
、
二
つ
の
要
素
す
な
わ
ち
当
時
の
「
経
済
主
義
」
の
克
服
と
歴
史
的
に
は
イ
タ
リ
ア
・
ル
ソ
ル
ジ
ナ
ン
ト
に
お
け
る
「
受
動
的
革
命
」
の
教
訓
を
契
機
と
し
て
形
成
さ
れ
る
。
（釘）
当時のイタリアの経済主義は、グラムシによれば、左右の立場すなわち経済的自由主義の系誕咽にたった「自由貿易
い
う
こ
と
は
、
イ
、
（秘）
‐もたなかった」。
ら
な
い
の
で
あ
る
。
（調）
ないのである」 グラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
口
四
二
運動」、無政府主義の立場からの「理論的サンディカリズム」、そして俗流マルクス主義としての「史的経済主義」が
あ
っ
た
。
自
由
貿
易
運
動
は
、
経
済
活
動
は
市
民
社
会
に
間
有
の
活
勤
で
あ
る
た
め
国
家
の
規
制
に
反
対
す
る
と
い
う
、
「
支
配
的
・
指
導的社会集団」の理論である。「ここで指示されることは、支配階級の政党間の政権交代であって、新しい政沿社会
（兜）
の
創
設
や
編
成
で
は
な
く
、
ま
し
て
新
し
い
型
の
巾
民
社
今
云
の
則
設
や
編
成
で
は
な
い
」
。
理
論
的
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
が
代
表
す
る
の
は
、
「
こ
の
理
論
に
お
い
て
は
、
支
配
的
た
る
こ
と
か
ら
、
す
な
わ
ち
経
済
的
ｌ
同
業
組
合
的
段
階
を
こ
え
て
発
展
し
、
市
民
社
会
に
お
（”）
ける倫理的、政治的ヘゲモニー、そして国家における支配の段階に至ることを妨げる従属的災川」である。また「史
的経済主義」については、「経済主義的迷信のもっとも広まった形態のなかで、実践の哲学は、知識人の上位に位慨
（㈹）
す
る
人
た
ち
の
間
で
の
文
化
的
影
響
力
の
大
き
な
役
割
を
失
う
」
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
経
済
主
義
の
検
討
を
ふ
ま
え
た
、
グ
ラ
ム
シ
の
一
定
の
概
括
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「経済主義の研究と、上部構造と下部構造との関係の理解にとって参照すべき一つは、『哲学の貧困』の中の一節で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
組
合
の
個
々
の
構
成
員
が
も
は
や
た
ん
に
彼
ら
自
身
の
経
済
的
利
益
の
た
め
で
は
な
く
、
そ
の
組
織
の
防
衛
と
発
鵬
の
た
め
に
闘
う
段
階
か
、
あ
る
社
会
的
階
級
の
発
展
に
お
け
る
範
嬰
な
段
階
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
こ
と
の
関
連
に
お
い
て
、
経
済
は
「
究
極
的
に
」
の
み
歴
史
の
脈
動
力
で
あ
る
と
い
う
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
命
題
（
イ
タ
リ
ア
語
で
も
出
版
さ
れ
た
実
跳
の
獅
学
に
つ
い
て
の
二
通
の
手
紙
に
あ
る
）
が
想
起
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
命
題
は
、
人
が
経
済
的
領
域
で
の
闘
争
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
で
あ
る
と
い
う
「
経
済
学
批
判
』
へ
の
序
言
の
命
題
と
直
接
に
関
連
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
（Ⅲ）
ある」。
グ
ラ
ム
シ
は
、
こ
こ
で
、
第
一
に
、
レ
ー
ニ
ン
と
同
様
に
、
個
々
の
労
働
者
が
「
経
済
主
義
」
的
限
定
を
打
破
し
自
己
の
階
級
的
発
展
グラムシの市民社会論。
四三
グラムシの市民社会論口
四
四
を
展
開
す
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
第
二
に
、
さ
ら
に
そ
れ
を
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
帰
り
つ
つ
、
上
部
柵
唾
廻
と
下
部
柵
造
と
の
連
関
に
お
い
て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
は
、
い
ま
や
国
家
い
市
民
社
会
の
横
軸
で
の
設
定
か
ら
経
済
↓
政
治
↓
意識という縦軸における設定にも拡大され、この両者の接合の機能として位憧づけられたのである。
グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
の
も
う
一
つ
の
契
機
は
、
一
八
六
一
年
か
ら
七
一
年
に
わ
た
る
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
（
イ
タ
リ
ア
統
一
国
家
形成）運動の歴史的考察である。グラムシは、この過程で、結局穏健リベラル派（カヴール）に行動派（ガリバルデ
ィ）がなぜ対抗せず、「「革命いなしの『革命」、もしくは『受肋的革命（ロロ朋琢の『のぐ・一目。。）」として（限界をもっ
て）達成された形態」に終ったのかと問い、それに「ヘゲモニー的活動は権力に至る前でさえありうるし、あらねば
（他）
ならないこと、また有効な指導性を発抑するためには権力の与える物質力のみに依拠するべきでないこと」と錘同える。
す
な
わ
ち
、
「
行
励
党
が
究
極
に
お
い
て
自
主
的
勢
力
に
な
る
た
め
に
は
、
そ
し
て
少
く
と
も
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
の
運
励
に
も
っ
と
明
確
な
大
衆
的
民
主
的
な
性
格
を
刻
印
す
る
の
に
成
功
す
る
（
そ
れ
以
上
は
運
動
自
体
の
根
本
的
前
提
か
ら
多
分
達
成
し
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
）
た
め
に
は
、
穏
健
派
の
『
経
験
的
」
活
励
（
そ
れ
は
彼
ら
の
目
標
に
完
全
に
対
応
し
て
い
た
か
ら
口
さ
き
だ
け
は
綴
験
的
で
あ
っ
た）にたいして、大衆の、なにより農民の基本的諸要求を反映する政治の有機的綱領を対置すべきだったろう。穏健
（伯）
派の『自然発生的」牽引力に、計画にもとづく『組織された」抵抗と反峡が対悩されるべきであったろう」。
このような、行動党における「自主的勢力」になるための「有機的綱領」の欠如は、リソルジメント運動における
「ジャコパン主義」の不在ということであった。「ジャコパン派は、一貫して革命を推進する唯一の政党であったので
あり、それは彼らがフランスのブルジョアを構成する現実の物欲的諸個人の直接的な要求と熱望を代表しただけでは
なく、総体としての全歴史的発展としての革命的運動をも代表したからである。というのは彼らは将来の要求と同様
に
、
再
度
く
り
か
え
す
と
、
か
の
特
定
の
物
欲
的
諸
個
人
の
要
求
だ
け
で
は
な
く
、
存
在
す
る
基
本
的
な
集
団
に
吸
収
さ
れ
る
は
ず
で
あ
（“）
った一切の国民的諸集団の要求をも代表したからであった」。しかるに、「行動党には、このジャコバン的アプローチ、
〈帽）
『指導的」政党になるべきこの確固とした意士心に似たものは、何一つ見いだせない」。そして、このことが、行動党が
ト
ラ
ス
プ
オ
ル
ミ
ズ
モ
（拍）
穏健派にその後も吸収合体される、「変移主義」（漸次的かつ継続的分子吸収）」に帰着したのである。こうして、グ
ラ
ム
シ
は
、
「
受
動
的
革
命
」
と
し
て
の
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
運
動
の
教
訓
と
し
て
も
、
革
命
的
階
級
の
一
貫
し
た
確
固
と
し
た
指
導
性
と
し
て
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
必
要
性
、
第
一
に
、
現
在
と
未
来
を
示
す
変
革
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
示
と
、
第
二
に
、
他
の
一
切
の
社
会
集団の要求を代表する自主組織の形成、を構想したのであった。それは、自らの「物質的」基盤の欠如したところに
おいても、「意志」の力において権力に至るヘゲモニーの必要性と重要性を提示することによって、「受動的革命」の
宿命性を打破することを意味したのである。
グラムシは、このような「経済主義」批判と「受動的革命」批判をとおして形成したヘゲモニー論を、「情勢分析
と
力
関
係
」
の
考
察
に
お
い
て
、
「
下
部
構
造
と
上
部
構
造
の
関
係
」
の
問
題
と
し
て
よ
り
具
体
的
に
究
明
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
「
陣
地
戦
」
に
お
け
る
ヘ
ゲ
モ
ー
ー
ー
確
立
の
方
法
的
提
示
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
（〃）
この観点からの「力関係」はつぎの一二段階において考察される。すなわち、①「客観的で、人間の意志から独立し
た下部構造に密接に連関した、厳密なあるいは自然科学の学問体系によって測られうる、社会的諸勢力間の関係」、
②「これに続くモメントは、政治的諸勢力間の関係であり、いいかえればさまざまな社会的諸階級によって達せられ
る等質性、自己意識、組織化の水準の評価である」、③「第三のモメントは、時どき直接的に決定的なものとなる軍
事
的
諸
勢
力
間
の
関
係
で
あ
る
（
歴
史
的
発
展
は
、
第
二
の
モ
メ
ン
ト
を
媒
介
と
し
て
、
第
一
と
第
三
の
モ
メ
ン
ト
の
間
を
つ
ね
に
振
動
グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
。
四
五
グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
口
四六
している）」。したがって、グラムシは、この歴史の発展を媒介するものとしての第二段階を重視する。この段階も
「集団的政治意識のさまざまな契機」に応じてさらに三段階に区分される。「最初の最も基礎的なものは、経済的ｌ同
業組合的水準」であり、「職業的集団の統一と等質性、その組織化の必要の意識」にとどまる。第二の段階では「意
識
は
、
あ
る
社
会
階
級
の
全
柵
成
員
間
の
利
害
に
つ
い
て
の
団
結
に
至
る
。
し
か
し
、
ま
だ
純
粋
に
経
済
的
領
域
に
と
ど
ま
る
」
。
第
三
段階においては、「同業組合的意識が、現在および将来の発展において、純粋に経済的階級としての同業組合的限界
を
超
克
し
、
他
の
従
属
的
染
団
の
利
害
と
も
な
り
え
る
し
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
意
識
に
至
る
。
こ
れ
は
、
最
も
純
粋
に
政
治
的
局
面
で
あ
り
、
下
部
構
造
か
ら
複
雑
な
諸
上
部
構
造
へ
の
決
定
的
な
移
行
を
現
す
。
こ
の
局
面
に
お
い
て
以
前
に
発
芽
し
て
い
た
諸
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
『
党
」
と
な
り
、
対
立
と
抗
争
に
至
り
、
つ
い
に
は
そ
れ
ら
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
一
つ
も
し
く
は
少
く
と
も
一
つ
の
組
み
合
せ
が
優
位
を
占
め
優
勢
と
な
り
、
社
会
に
普
及
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
、
た
ん
に
経
済
的
、
政
治
的
目
標
の
一
致
だ
け
で
は
な
く
、
知
的
道徳的な統一をもたらし、闘争を換起する全ての問題を同業組合的水準ではない『普遍的」な水準に提起し、それに
よ
っ
て
一
連
の
従
属
的
諸
集
団
に
た
い
す
る
基
本
的
社
会
集
団
の
ヘ
ゲ
モ
ー
ー
ー
を
創
出
す
る
。
国
家
は
、
ま
さ
に
、
自
己
の
最
大
限
の
拡
大にとっての有利な諸条件を削設することを巡命づけられた、ある特別な染団の機榊とみなされるのである」。
ここに、グラムシのヘゲモニー論の特質と意図は明確であるといえる。それは、第一に、ヘゲモニー論が「下部構
造」と「上部柵造」を媒介する主体（変革階級）形成論として提示されていることである。第二に、この主体形成が、
「経済」の領域から「政治」の領域に至る過程、偏狭な「同業組合的意識」から「普遍的意識」に至る過程での、能
動
的
「
意
識
」
活
励
と
し
て
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
、
す
な
わ
ち
「
知
的
道
徳
的
指
導
」
の
決
定
的
な
並
典
性
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
変
革
的
階
級
が
「
普
遍
的
」
な
地
位
に
立
つ
必
要
性
と
必
然
性
の
ゆ
え
に
、
他
集
団
へ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
と
し
て
の
統
一
戦
線
論
が
併
まず、グラムシは、ウェーバーの提起した「カエサル主義」を、端的に「破局へと向かっていく諸勢力間の均衡に
（旧）
よって特徴づけられる歴史的、社会的状況を、一人の偉大な人格の「裁定」に託する特殊な解決」と捉、えつつ、これ
をつぎのように評価する。「現代世界では、破局的な見通しをともなう均衡は、激しい流血の争いの過程の後にも蛾
終
局
面
で
は
融
合
し
統
一
し
う
る
勢
力
間
に
は
生
じ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
対
立
が
歴
史
的
に
解
決
不
可
能
で
あ
り
、
カ
エ
サ
ル
的
形
態の出現によってとくに深化するような勢力間に生じるのである。しかしながら、現代世界においてカエサル主義は、
国
家
と
そ
の
世
界
構
造
に
お
け
る
比
璽
に
よ
っ
て
多
か
れ
少
な
か
れ
、
一
種
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
あ
る
社
会
形
態
は
、
『
い
つ
も
』
発
展
と
組
織
的
雌
備
の
さ
ら
な
る
可
能
性
を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
と
く
に
、
そ
の
特
殊
な
性
格
と
生
活
様
式
の
結
果
と
し
て
（⑲）
の対抗的な進歩勢力の弱さを指摘しうる。支配的な社会形態がこの弱さを保存しようとするのは必然的である」。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
グ
ラ
ム
シ
が
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
向
か
っ
て
語
っ
た
言
葉
の
よ
う
に
み
え
る
。
現
代
に
お
い
て
は
す
で
に
カ
エ
サ
ル
主
義
、
、
は基本的に成立するものではないが、「組織的整備」すなわち官僚的支配の増大の状況での進歩的勢力の抑止の形態
に
お
い
て
は
、
そ
の
存
在
の
余
地
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
ｑ
四
七
つぎに、問題Ⅵ
ある。この問題」
なす問題である。
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
せて必須の条件として規定されていることである。まさに、それは、レーニンのディクタッーラ概念を、現代におけ
る
市
民
社
会
を
地
盤
と
し
た
陣
地
戦
の
固
有
の
武
器
と
し
て
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
と
し
て
、
継
承
し
発
展
さ
せ
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
に、問題としなければならないのは、変革階級のさらなる中軸的主体としての「政党」のヘゲモニーの問題で
こ
の
問
題
は
、
官
僚
制
支
配
と
そ
の
打
破
の
方
向
と
し
て
の
「
カ
エ
サ
ル
主
義
」
を
提
起
し
た
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
理
論
と
の
結
接
を
グラムシの市民社会論口
四八
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
グ
ラ
ム
シ
は
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
中
心
的
主
体
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
の
か
。
こ
の
問
題
は
グ
ラ
ム
シ
の
基
本
問
題
で
あ
り
、
彼
の
「
獄
中
ノ
ー
ト
」
の
中
心
を
な
す
「
新
君
主
論
」
は
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
『
君
主
論
』
、
、
℃
、
、
の現代的解読としての、現代政党論であることは周知のことである。グラムシによれば、マキャヴェリの説く》」とは
新
国
家
建
設
の
た
め
に
「
君
主
は
い
か
に
民
衆
を
導
く
べ
き
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
「
現
代
の
君
主
、
神
話
ｌ
君
主
は
、
一
人
の
実
在
の
人
物
、
具
体
的
個
人
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
は
一
つ
の
組
織
で
あ
り
、
す
で
に
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
自
己
の
拡
大
に
向
か
っ
て
活
動
し
て
い
る
集
団
的
意
志
が
具
体
的
な
形
態
を
と
り
始
め
る
、
社
会
の
複
雑
な
一
要
素
で
あ
る
。
歴
史
は
す
で
に
こ
の
組
織
を
（釦）
存在せしめたのであり、それが政党なのである」。このうえで、グーフムシは、この現代の君主の任務を規定する。「現
代
の
君
主
は
、
知
的
道
徳
的
改
革
の
提
唱
者
、
組
織
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
。
知
的
道
徳
的
改
革
こ
そが、国民大衆の集団的意志が現代文明の総体的、最高形態の実現に向かう継続的発展の地盤を形成するからである。
こ
の
二
つ
の
基
本
点
、
ｌ
現
代
の
君
主
が
同
臓
に
そ
の
組
織
肴
で
あ
り
蓬
的
な
活
動
的
な
壼
者
で
あ
る
と
こ
ろ
の
国
民
大
衆
の
集
団意志の形成、そして知的道徳的改革ｌ‐ｌが全体的任務を枇成する。……文化的な改革や社会の抑圧された階胸の地
位の文化的向上は、それに先だっ経済改球や社会的経済的領域における彼らの地位の変化を抜きにして可能であろう
か。文化的道徳的改革は経済的改革のプログラムと関連づけられなければならない。まさに、経済改革のプログラム
（副）
は、正確にあらゆる知的道徳的改革が実現する具体的形態なのである」。
グラムシの現代の君主たる変革政党の概念とそこでのヘゲモーーーの機能についての規定はここに明確である。それ
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
よ
る
現
代
の
カ
リ
ス
マ
的
人
物
に
よ
る
「
カ
エ
サ
ル
主
義
」
に
反
対
し
、
そ
れ
を
大
衆
自
体
の
「集団的意志」の「組織」化と捉える。つぎに、この中で生起した「政党」が今度はその集団的意志の新たな組織者
と
な
り
知
的
道
徳
的
改
革
の
推
進
者
と
な
る
こ
と
、
だ
が
、
こ
の
知
的
道
徳
的
改
革
は
経
済
改
革
と
結
ぱ
つ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
前
者
は
後
者
の
具
体
的
形
態
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
第
一
に
、
こ
の
よ
う
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
、
も
の推進者たる政党の位置づけが、ウエーパーのように狭い意味での「政治」や「議会」に限定されず、歴史における
生成と大衆の集団的意志の中核として、きわめて巨視的に設定されていることであり、第二に、ヘゲモーーーが知的道
徳
的
改
革
と
経
済
的
改
革
、
す
な
わ
ち
「
意
識
」
と
「
物
質
」
の
変
球
の
結
接
を
な
す
も
の
と
し
て
位
慨
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
こ
こ
に
、
グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
の
本
質
的
機
能
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
の
概
括
を
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
グラムシは自らのヘゲモニー論を哲学の問題として肢終的に規定する。「「経済学批判」の序言にふくまれている、
人
は
下
部
構
造
の
矛
盾
を
諸
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
レ
ベ
ル
で
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
命
題
は
、
認
識
論
的
価
値
を
も
つ
の
で
あ
っ
て
、
た
ん
に
心
理
的
道
徳
的
価
値
を
も
つ
の
で
は
な
い
こ
と
の
確
認
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
…
…
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
装
置
の
実
現
は
、
そ
れ
が
新
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
地
盤
を
川
川
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
懲
識
と
認
識
方
法
の
改
鞭
を
規
定
す
る
。
そ
れ
は
、
一
つ
の
認
識
の
事実であり、哲学的事実である。……下部構造と上部構造は一つの「歴史的ブロック」を形づくる。すなわち、上部
構造の複雑で、矛府的で不均衡な総体は、生産の社会的関係の総体の反映である。ここから、諸イデオロギーの統合
（舵）
的体系だけが、下部柵造の矛盾の〈口哩的反映を与え、その実践的変革のための客観的諸条件の存在を表現する」。「た
んに経済的（あるいは利己的、情念的な）契機からの倫理的、政治的契機への移行、すなわち下部構造から上部構造
へ
の
す
ぐ
れ
た
浄
化
作
用
を
示
す
た
め
に
「
カ
タ
ル
シ
ス
」
と
い
う
言
葉
を
使
え
よ
う
。
こ
の
用
語
は
ま
た
、
「
客
観
的
な
も
の
か
ら
主
（則）
観
的
な
も
の
へ
」
そ
し
て
「
必
然
か
ら
自
由
へ
」
の
移
行
も
意
味
す
る
」
。
グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
口
四
九
③
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
の
展
開
「客観的なもの」から「主観的なもの」へ媒介する知的、道徳的変革の活動としてのヘゲモニー論を確立したうえ
で
、
グ
ラ
ム
シ
は
そ
れ
を
具
体
的
に
展
開
す
る
方
法
と
し
て
、
と
り
わ
け
哲
学
、
知
識
人
の
問
題
に
つ
い
て
思
索
し
、
そ
れ
ら
の
概
念
と
機
能
に
つ
い
て
吟
味
す
る
。
グ
ラ
ム
シ
の
観
点
か
ら
す
る
こ
れ
ら
の
考
察
は
、
従
来
の
把
握
を
大
き
く
深
化
、
拡
大
す
る
も
の
と
し
て
、
現
代
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
グ
ラ
ム
シ
の
哲
学
観
を
み
よ
う
。
グ
ラ
ム
シ
に
と
っ
て
、
ま
ず
「
哲
学
は
批
判
で
あ
り
、
宗
教
と
「
常
識
」
の
克
服
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
哲
学
は
「
常
（弱）
識
」
に
対
立
す
る
「
良
識
」
と
一
致
す
る
」
。
そ
の
た
め
に
は
、
哲
学
は
「
素
朴
な
人
々
」
と
の
接
触
を
媒
介
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「哲学的活励は、まさしく、限定された知的集団の間で専門的教養を形成することに専念されているときなのか、む
しろ、『常識」よりも高く科学的段階に密濡した思想形態を形成する過程において、「素朴な人々」との接触を決して
グラムシの市民社会論。
五
○
グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
概
念
は
、
こ
こ
に
災
約
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
た
ん
に
政
治
理
論
や
戦
術
に
終
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
（別）
、
、
そ
れ
は
、
本
来
一
つ
の
「
歴
史
的
ブ
ロ
ッ
ク
」
を
な
し
て
い
る
、
経
済
と
政
治
、
下
部
構
造
と
上
部
構
造
の
矛
盾
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
お
も
、
，
ｂ
、
、
いて認識し、自覚化し、変革的に実現してゆく集団的実践主体の媒介的活動過程の総体なのであった。しかも、この
全活勅、「客観的なものから主観的なものＣ「必然から自由へ」の過程は、まさに人間にのみ固有の活動であるがゆ
えに、グラムシはそれを「哲学的事実」として捉えたのであった。獄中でのヘゲモニー論の思索は、グラムシにとっ
て
人
氏
大
衆
に
よ
る
人
間
的
向
山
と
解
放
へ
の
確
信
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
忘
れ
る
こ
と
な
く
こ
の
接
触
の
な
か
で
研
究
し
解
決
す
る
べ
き
問
題
の
源
泉
を
見
出
す
と
き
の
み
、
哲
学
的
活
動
と
よ
び
う
る
の
か
。
た
だ、この接触のみによって、哲学は「歴史的」なものとなり、個人的性格の主知主義的要素を純化し、「活力」とな
（卵）
るのである」。このような過程は「政治的」なものである。ただし、カトリックの場〈口とは異なる「政治的」なもの
である。カトリックは、民衆と知識人を「政治」（すなわち教会）の限界を超えぬよう「鉄の規律（目】８コ＆凶‐
（釘）
ロー『口の）」を課する。だが、「実戦の哲学の立場は、このカトリックの立場の正反対である。実践の哲学は「素朴な
人
々
」
を
常
識
と
い
う
初
歩
的
な
哲
学
に
と
ど
め
る
の
で
は
な
く
、
彼
ら
を
よ
り
高
い
人
生
観
に
導
こ
う
と
す
る
。
実
践
の
哲
学
が
知
識
人
と
民
衆
と
の
接
触
の
必
要
を
説
く
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
学
問
的
活
動
を
制
限
し
た
り
、
大
衆
の
低
い
レ
ベ
ル
で
の
両
者
の
統
一
を
維
持
す
る
た
め
で
は
な
く
、
ま
さ
に
、
知
識
人
の
小
染
団
だ
け
で
は
な
く
、
大
衆
の
知
的
進
歩
を
政
治
的
に
可
能
に
す
る
知
的
道
徳
的
プ
（兜）
ロックを構築するためなのである」。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
「
実
践
の
哲
学
」
と
は
、
「
獄
中
ノ
ー
ト
」
で
の
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
の
別
名
で
あ
る
が
、
哲
学
そ
し
て
な
に
よ
り
実
践
の
哲
学
は
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
武
器
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
「
批
判
」
の
機
能
と
し
て
の
哲
学
は
、
民
衆
と
の
接
触
を
媒
介
と
し
て
、
「
歴
史
性
」
と
「
政
治
性
」
を
獲
得
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
哲
学
は
個
人
主
義
的
、
主
知
主
義
的
性格を脱却し、自ら、知識人と民衆の統一の媒体となる。グラムシの「実践の哲学」は、たんに獄中での奴隷の言葉
で
は
な
い
、
そ
の
本
性
を
表
現
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
、
、
、
、
だ
が
、
グ
ラ
ム
シ
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
実
践
の
哲
学
の
貫
徹
、
す
な
わ
ち
民
衆
の
意
識
の
発
展
の
過
程
は
、
下
部
構
造
と
意
識
を
、
、
結
接
す
る
政
治
を
媒
介
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
彼
に
と
っ
て
は
、
意
識
の
発
展
は
、
内
容
的
に
は
構
造
↓
政
治
↓
意
識
の
過
程
と
し
て
遂
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
活
動
が
固
有
に
政
治
的
機
能
で
あ
る
か
ぎ
り
、
哲
学
も
ま
た
政
治
的
で
グラムシの市民社会論ロ
五一
グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
い
五二
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
逆
に
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
も
哲
学
的
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
、
グ
ラ
ム
シ
は
理
論
と
実
践
の
統
一
の
過
狸
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
。
大
衆
は
「
二
つ
の
理
論
的
意
識
（
も
し
く
は
一
つ
の
矛
盾
し
た
意
識
）
」
を
も
つ
が
、
．
っ
は
、
暗
黙
の
う
ち
に
彼
の
行
動
に
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
現
実
の
実
践
的
変
革
に
お
い
て
彼
の
仲
間
と
結
合
し
て
い
る
意
識
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
過
（刃）
去
か
ら
受
け
継
ぎ
無
批
判
的
に
同
化
し
て
き
た
、
表
面
上
は
明
一
水
的
な
、
言
葉
の
上
だ
け
の
意
識
で
あ
る
」
。
こ
れ
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的には、「歴史的に組織された、所与の柵造にたいして必然的であるイデオロギーと、恐意的な、合理主義的な、「欲
〈帥）
せ
ら
れ
た
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
に
対
応
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
批
判
的
な
自
己
認
識
は
、
現
実
に
つ
い
て
の
、
己
の
観
念
の
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
を
達
成
す
る
た
め
に
、
般
初
は
倫
皿
の
領
域
で
そ
し
て
政
沿
の
領
域
で
、
政
治
的
『
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
」
の
、
対
立
す
る
指
灘
の
闘
争
をとおして行なわれるのである。一定の主導的な勢力（汀凋の３．日、喘・『８）の一部分であるという意識（すなわち政
治
的
意
識
）
は
、
さ
ら
に
前
進
し
て
ゆ
く
自
己
意
識
に
と
っ
て
、
理
論
と
実
践
が
最
終
的
に
統
一
さ
れ
て
ゆ
く
最
初
の
段
階
で
あ
る
。
…
…
こ
の
こ
と
こ
そ
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
概
念
の
政
治
的
発
展
が
、
政
沿
的
実
践
的
な
前
進
と
同
様
に
、
大
き
な
哲
学
的
前
進
を
現
す
と
い
う
（川）
ことを強調しなければならない班山である」。
こ
こ
で
は
、
哲
学
と
政
治
の
関
係
が
さ
ら
に
深
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
ず
、
こ
こ
で
の
「
政
治
」
的
な
も
の
は
、
ま
ず
「
構
造
」
的
な
も
の
を
「
意
識
」
に
も
た
ら
す
広
義
な
政
沿
的
概
念
と
し
て
の
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
活
動
を
折
し
て
い
る
。
狭
義
の
政
治
概
念
は
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
が
そ
の
指
導
の
内
容
と
方
向
に
お
い
て
闘
わ
れ
て
い
る
現
場
と
し
て
の
政
治
領
域
で
あ
る
。
哲
学
は
自
ら
、
広
義
の
政
治
的
ヘゲモーーー活動の中心を担うものであるが、自らのその使命の実現を達成するためには、その固有の「倫理的」領域
だ
け
で
は
な
く
、
狭
義
の
政
治
の
領
域
へ
と
介
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
哲
学
が
、
主
観
的
、
恐
意
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
、
客
観
的
、
構
造
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
と
進
展
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
其
の
「
政
治
的
」
意
識
（
主
導
的
勢
力
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
）
を
契
機
と
「
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
集
団
は
、
経
済
的
生
産
の
世
界
に
お
け
る
本
質
的
な
機
能
を
固
有
の
地
盤
と
し
て
成
立
す
る
が
、
自
己
と
同
時
に
、
有
機
的
に
一
つ
か
そ
れ
以
上
の
知
識
人
層
を
形
成
す
る
。
こ
の
知
識
人
層
は
、
経
済
的
領
域
だ
け
で
は
な
く
社
会
的
政
治
的
領
域
に
お
い
（い）
ても、その集団の等質性と機能についての意識を与える」。「すべての新しい階級が自己自身とともに形成し、自らの
グラムシの市民社会論口
五三
つぎに、グラムシの知識人論を検討しよう。彼においては、知識人こそは市民社会において直接にヘゲモニーの機
能を担うものである。この観点から、グラムシは、まず、知識人の機能をきわめて大きく拡張して位趣づけ
る。
「知
識人たちは、社会的ヘゲモーーーと政治的統治の副次的機能を行使する、支配集団の『代理人」である。これらの機能
は
以
下
の
こ
と
で
あ
る
。
ｌ
、
支
配
的
基
本
集
団
に
よ
っ
て
社
会
生
活
に
課
せ
ら
れ
る
一
般
的
指
導
に
対
す
る
住
民
大
衆
が
与
え
る
「
自
発
的
」
同
意
、
こ
の
同
意
は
、
支
配
集
団
が
生
産
世
界
に
お
け
る
位
置
と
機
能
に
よ
っ
て
享
受
す
る
威
信
（
そ
の
結
果
と
し
て
の
自
信
）
か
ら
「
歴
史
的
に
」
生
起
す
る
。
２
、
能
動
的
で
あ
れ
受
動
的
で
あ
れ
「
同
意
」
し
な
い
諸
集
団
を
「
法
的
Ｅ
規
制
す
る
国
家
の
強
制
装
置
。
こ
れ
ら
の
装
置
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
自
発
的
な
同
意
が
失
な
わ
れ
た
と
き
の
命
令
と
指
導
の
危
機
の
瞬
間
を
予
想
し
て
、
全
社
（曲）
会に設置されるのである」。このように、知識人は、被支配者の「同一息」と「強制」を行使する支配集団の代理人と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
支
配
的
知
識
人
の
位
椴
づ
け
や
機
能
の
解
明
か
ら
、
つ
ぎ
に
知
識
人
一
般
と
そ
れ
を
生
み
だ
す
社
会
集
して規定される。このよ』
団
と
の
関
係
が
考
察
さ
れ
る
。
（⑰）
だろう。
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
は
、
個
的
な
自
己
認
識
、
主
体
的
意
識
が
、
実
践
的
に
独
得
さ
れ
る
階
級
的
連
帯
意
識
を
媒
介
と
し
て
のみ、客観的認識をふまえた普遍的意識に至ることが解明されているといえよう。このような、グラムシのヘゲモニ
ー
と
し
て
の
哲
学
の
設
定
こ
そ
、
実
践
の
哲
学
自
体
の
と
く
に
政
治
的
機
能
に
つ
い
て
の
新
た
な
意
義
づ
け
を
達
成
し
た
も
の
と
い
え
る
グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
○
五
四
発展の過程においてきたえ上げる「有機的知識人」たち（・日口已◎旨（の］］のｎ日口］い）は、多くの場合この新しい階級が
（侭）
生
み
だ
し
た
新
し
い
社
会
的
タ
イ
プ
の
初
源
的
活
動
の
部
分
的
諸
側
面
の
「
専
門
化
』
で
あ
る
」
。
グ
ー
フ
ム
シ
に
お
け
る
、
こ
の
有
機
的
知識人の概念は従来の知識人論への重要な革新をなすものといえよう。新しい知識人の生成と機能を、その基盤とな
る
階
級
の
新
し
い
社
会
的
活
動
の
「
専
門
化
」
と
し
て
捉
え
る
観
点
は
、
知
識
人
の
階
級
的
発
生
基
盤
と
そ
の
歴
史
的
、
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
の
本
質
的
な
解
明
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
知
識
人
の
歴
史
的
、
社
会
的
基
盤
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
知
識
人
た
ち
の
存
在
形
態
が
分
析
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
時代の新しい「有機的知識人」にたいして、先行の「紐済術造」に根ざす「伝統的知識人（［３日目ロロー】貝の｝一月，
日
巳
⑪
）
」
が
存
在
す
る
。
伝
統
的
知
識
人
た
ち
は
、
中
断
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
歴
史
的
迎
続
性
」
を
代
表
す
る
者
と
認
じ
、
自
分
を
（鮪）
「支配的社〈玄集団から自律的で独立的であると主張する」。しかし、グラムシにとって、社会集団の活動とは独立で自
律
的
な
知
的
活
動
は
あ
り
え
な
い
。
彼
は
、
こ
の
二
つ
の
活
動
を
区
別
す
る
規
耶
に
つ
い
て
い
う
。
「
股
も
広
ま
っ
て
い
る
方
法
的
誤
り
は
、
こ
の
区
別
の
規
準
を
知
的
活
動
の
内
部
的
本
性
に
求
め
て
、
こ
の
知
的
活
動
（
そ
し
て
、
そ
れ
を
体
現
し
て
い
る
知
的
集
剛
）
が
社
（町）
会
的
諸
関
係
の
総
体
の
う
ち
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
に
求
め
て
こ
な
か
っ
た
誤
り
に
あ
る
と
思
え
る
」
。
知
識
人
の
機
能
は
、
そ
の
内
的
な
知
的
活
動
に
お
い
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
社
会
的
関
係
に
お
け
る
位
憧
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
、
、
、
このような、知識人の社会的機能を軸として、グラムシは知識人と非知識人の区別と連関をさらに追求する。「す
べ
て
の
人
間
は
知
識
人
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
だ
が
、
す
べ
て
の
人
間
が
社
会
に
お
い
て
知
識
人
の
機
能
を
果
す
わ
け
で
は
な
い
。
知
識
人
と
非
知
識
人
を
区
別
す
る
と
き
、
実
際
に
は
知
識
人
と
い
う
専
門
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
直
接
的
な
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
だ
け
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
職
業
的
活
動
が
知
的
彫
琢
の
方
向
か
筋
肉
的
神
経
的
努
力
に
比
重
が
あ
る
か
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
。
…
…
し
か
し
知
的
ｌ
頭
脳
的
彫
琢
と
筋
肉
的
ｌ
神
経
的
努
力
と
の
関
係
は
い
つ
も
同
じ
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
特
殊
な
知
的
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
が
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
知
的
な
も
の
の
参
加
が
除
か
れ
う
る
人
間
活
動
は
な
い
の
で
あ
（鯛）
り
、
ホ
モ
・
フ
ァ
ー
ベ
ル
と
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
を
切
り
は
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
。
す
べ
て
の
人
間
は
知
識
人
で
あ
る
と
い
う
〈
叩
題
は、知識人と非知識人の区別は、彼らにおける知的彫琢か筋肉的努力の職業的分化にのみ基づくということ、また人
、
、
、
、
、
、
間
は
同
時
に
工
作
人
で
あ
り
思
考
人
で
あ
る
と
い
う
観
点
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
》
」
の
観
点
は
、
次
代
の
新
し
い
知
識
人
の
形
成
を
、
こ
の
二
つ
の
方
向
の
高
い
次
元
に
お
け
る
均
衡
と
、
そ
の
現
実
的
基
盤
に
求
め
ら
れ
る
。
「
し
た
が
っ
て
、
新
し
い
知
識
人
層
を
形
成
す
る
問
題
は
、
全
て
の
人
に
あ
る
程
度
の
発
展
段
階
に
お
い
て
存
在
す
る
知
的
活
勤
を
批
判的に彫琢し、それと筋肉的ｌ神経的努力との関係を新しい均衡へ向けて調整し、筋肉的ｌ神経的努力がたえず物理
的
ｌ
社
会
的
世
界
を
革
新
す
る
全
般
的
実
践
的
活
動
の
一
要
素
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
を
新
し
い
全
体
的
世
界
観
の
基
盤
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
・
・
…
・
現
代
の
世
界
に
お
い
て
は
、
も
っ
と
も
素
朴
で
不
充
分
な
水
準
に
お
い
て
さ
え
あ
る
工
業
労
働
と
密
接
に
結
合
さ
れ
た
技
術
（田）
教育が新しい型の知識人の基盤を形成しなければな、ｂない」。
こ
う
し
て
、
い
ま
や
、
グ
ラ
ム
シ
は
、
新
し
い
型
の
有
機
的
知
識
人
の
生
成
を
工
業
労
働
と
技
術
教
育
に
設
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が労働者階級の生みだす知識人であることはいうまでもない。この新しい有機的知識人は、いまや「技術ｌ労働から
技術ｌ科学へ、歴史の人間主義的思想へ進む。それなしには、「専門家」にとどまり、「指導者」（専門的かつ政治的）
（、）
にはなれない」。このような、専門的であり政治的でもある知識人こそ、あの「知的道徳的改革の提唱者、組織者」
た
る
現
代
の
君
主
の
具
体
的
形
態
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
て
、
グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
と
そ
こ
に
お
け
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
の
展
開
の
過
程
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
を
グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
口
五
五
グラムシの市民社会論。
五六
お
こ
な
っ
た
。
概
し
て
い
う
な
ら
、
彼
は
第
一
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
や
マ
ル
ク
ス
の
国
家
論
、
市
民
社
会
論
を
現
代
的
に
再
編
し
、
国
家
に
お
ける「経済と政治の接木」たる市民社会的契機を重心とした具体的で現実的な革命論を提示した。また、第二に、レ
ー
ニ
ン
や
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
変
革
論
を
批
判
的
に
継
承
し
つ
つ
、
現
代
に
お
け
る
市
民
社
会
で
の
変
革
の
中
軸
的
方
法
を
「
知
的
道
徳
的
改
革
」
た
る
へ
ゲ
モ
ニ
ー
論
と
し
て
設
定
し
た
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
、
今
日
わ
れ
わ
れ
が
継
承
す
べ
き
貴
重
な
、
世
界
と
人
間
変
革
の
た
め
、
、
、
、
、
の
実
践
の
哲
学
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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つ
い
て
は
、
ロ
ロ
ぐ
国
、
の
の
昏
口
日
》
ご
同
一
｝
３
ｓ
§
回
誉
曰》§］ミミミ侭冒専一葛爾巳『←（住谷一彦他訳「マックス・ウェーバーと近代政治理論」未来社、一九八八年）参照。
（旧）冨回〆ご「①ワの『。喜ぶ式冴＆ぬ勲忌苫凰（評場⑩房３ｓ鼎の冒曽＆、涜窃③回、烏》功暮⑯苫包、苫の周ご岑儘封ふぐ】四奇の》どのロゴ①田口⑪堀の短のケの己の
シロ圏綴の》すの⑫。旬曾巨目］・冨目の⑪ゴヨロ穴の一日口目》］や段の・副】世良晃志郎訳「支配の社会学」Ｉ、創文社、一九六○年、
グー、グー、￣、〆￣、グーへグー、〆￣、〆￣、
1４１３１２１１１０９８７
、＝＝、－〆、￣、＝〆、＝〆、＝￣、＝〆、．＝三二ページ。
ロケの目Ｐ・の・副】同右、三三’三四ページ。
ロワの日Ｐ・の。、沼同右、三五ページ。
同ウ２８．》の。、臼同右、六四ぺＩジ。
ロワのロ８．．ｍ・の国同右、九九ページ。
同ワ８８．．ｍ・田色同右、九九ぺＩジ。
両ワの且口；の。、国同右、九九’一○○ページ。
同ｄの目、．．ｍ・巴＠同右、一○九ページ。
言い〆ごくのすの獄の（湯Ｓ苫ミ③一行吊亘歎冴＆⑩のｇ一風可荷苫・ロユヰの①Ｈｐの具ぐのゴロの汀風の鈩貝一口的のずのＨ口吊いのワの曰く○口】○ず口ご回の⑪
『レーニン全集」五
同右、四五一ぺ１設
同
右
、
四
八
六
ぺ
－
鍍
同
右
、
九
巻
、
四
言
同右、一○六ぺ－較
同右、四五ページ。
昌・向・三Ｊ昏且圏の．巴四同右、’’二巻、五一九ページ。
ワ
ー
ニ
ン
全
集
」
五
巻
、
四
○
六
ペ
ー
ジ
。
同右、四五一ページ。
グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
口
四八六ページ。
九巻、四一ページ。
一○六ページ。
五
七
〆￣、〆￣、グー、〆戸へ〆戸、〆■～グー、〆￣、ゴー、グー、〆へ〆￣、グー、グー、〆￣、グー、グー、〆￣、－戸へ
４２４１４０３９３８３７３６３５３４３３３２３１３０２９２８２７２６２５２４
、￣、．＝、＝〆、－〆、－〆、－〆、－〆、．＝、－＝、‐〆、_〆、－ン、.＝、＝〆、－〆、－〆田＝〆、－〆、－〆
グラムシの市民社会論口
五
八
弓冒丙①］§目．〕・○・ｍ・旨・頁弓口冒、の己自・の・呂垣‐いざ中村貞二他訳「政治論文集』２、みすず書房、一九八二年、一一一
六○ページ。
厚のａ口・・の・患い同右、三六一一一ページ。
ロワの口８．》の・圏『同右、一一一六九ページ。
回すのロ８．》の・圏垣同右、三七一ページ。
ロウのロロロ・『の’四ｓ同右、三七一’一一ページ。
ロワの且凹・肋・置司同右、’一一七九ページ。
恩の目四；の．臼一同右、一一一四三ページ。
回すのロロ四・》の。』崖同右、三八○－八一ページ。
回すのａＰ・の‐』忠同右、四二九ページ。
回すの且口・》の．患い同右、四二九’三○ページ。
回すの且口・『の。＄、～患①同右、四一一一二ページ。
の日日の９６℃・ａ（・も．届「選集」③八八ページ。
ｇ丘・も・ヨーｇ同右、③二二五～六ページ。
旨。・ら・圏司同右、①一八○ページ。
ｑ・旨Ｑ・》ロ・』団～』＄同右、①’二一’七ページ。
国Ｑ・ｂＬＳ同右、①一二一一一ページ。
ぴぼ・も．届Ｃ同右、①’二三ページ。
冒口・も．届晤同右、①’二八ページ。
冒旦・も．思い同右、①一二四’五ページ。
胃Ｑ・》ロ＄同右、②二二六’七ページ。
グー、／￣、グー、〆￣、グー、
５９５８５７５６５５
、－〆、－〆、＝〆、－〆、－〆
（妃）旨。・６．日同右、②’’二九ページ。
（ｕ）ごＱ・も．『②同右、②二四八ページ。
（妬）罰○・》□・邑同右、②二五一ページ。
（妬）旨Ｑ・右・忠同右、②二二六ページ。
（灯）冒口・も。』９１』＄同右、①一四五’一四九
（蛆）胃。．ｂ・Ｐご同右、①一六七ページ。
（⑱）胃Ｐも．囲い同右、①一六九ページ。
（別）びぼ・》□・］邑同右、①八三ページ。
（Ⅲ）忌箆：□・』患‐』圏同右、①八七ページ。
（卵）忌丘・》□・山＄‐①同右、①二八九～二九○ページ。
（斑）屋】９．６・患①‐『同右、①二九○ページ。
（図）この「歴史的ブロック」の概念は、必ずしも明確なものとはいえないが、たとえばつぎのような把握がある。「歴史
的
ブ
ロ
ッ
ク
の
概
念
を
提
案
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
グ
ラ
ム
シ
は
陣
地
戦
の
新
し
い
条
件
の
も
と
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
、
、
、
、
、
一
一
つ
の
基
本
テ
ー
ゼ
を
一
つ
に
ま
と
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
の
経
済
が
最
終
的
に
は
規
定
す
る
、
②
政
治
は
経済に対して優位に立たざるをえない。政治は「司令部」である」。（グリュクスマン「グラムシと国家」大津真作訳、
三九六ページ）。
胃。．》ロ・旨①同右、①二三九ページ。
冒口・も。いざ同右、①二四四’一一四五ページ。
旨Ｐら・山巴同右、①二四六ページ。
胃Ｑ・も．題国～囲い同右、①二四八ページ。
Ｓ己，６．患い同右、①一一四八ページ。
グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
口
五九
グラムシの市民社会論。
六
○
（印）冒口。．□・弓①～四．同右、①三○四ページ。なお、グラムシは、ここで物質的諸力とイデオロギーの関係を「内容」
と「形式」と捉え、「物質的諸力は歴史的には形式ぬきには捉えられないだろうし、イデオロギーは物質的諸力ぬきに
は個人的幻想であろう」としている（冒口：単司同右、①三○五ページ）。
（田）Ｓ丘・も．四囲同右、①二四八’九ページ。
（
“
）
た
だ
し
、
グ
ラ
ム
シ
の
こ
の
よ
う
な
実
践
の
哲
学
に
は
「
唯
物
論
的
逸
脱
」
が
指
摘
さ
れ
る
側
面
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
客
観
性
や
物質についてこう規定しているところがある。「超歴史的、超人間的な客観性（。αの再試ご）が存在しうるとみえるか
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
客
観
性
に
つ
い
て
の
判
定
者
は
誰
な
の
か
。
…
…
客
観
的
と
い
う
の
は
、
い
つ
も
「
人
間
的
に
客
観
的
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
は
正
確
に
「
歴
史
的
に
主
観
的
』
と
い
う
こ
と
に
対
応
さ
れ
う
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
客
観
的
な
も
の
は「普遍的に主観的なもの」を意味するだろう」（冒口．．ｐ虞Ｊ同右、②一八六ページ）。「形而上学的唯物論における
「客観的なもの」（侯ｇ）の富ぐの》．）の観念は、人間からはなれてさえ存在している客観性を意味しているようにみえる。し
か
し
、
人
間
が
存
在
し
な
い
と
し
て
さ
え
あ
る
現
実
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
と
主
張
さ
れ
る
と
き
、
人
は
比
嶬
的
に
語
っ
て
い
る
か
、
あ
る
神
秘
主
義
の
形
態
に
陥
っ
て
い
る
か
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
現
実
を
人
間
と
の
関
連
に
お
い
て
の
み
認
識
す
る
の
で
あ
り
、
人
間
が
歴
史
的形成であるように、認識や現実も一つの形成物であり、客観性もそうである」（忌丘・も・瞳①同右、②一八七ページ）。
「実践の哲学にとって、「物質（壹乏［：円３）」は自然科学において捉えられている意味で理解されてはならず（物理学、
化学、力学など。これらの意味は、これらの科学の歴史的発展の概念のなかで記録ざれ研究されるべきである）、ざま
‐
ざ
ま
な
唯
物
論
的
形
而
上
学
に
み
ら
れ
る
意
味
で
も
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
。
…
…
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
の
物
質
は
そ
れ
ゆ
え
わ
れ
われの主題ではなく、問題はそれが生産のためにいかに社会的歴史的に構成されたものであるかである。したがって自
然科学は基本的に一つの歴史的カテゴリー、一つの人間関係とみなされるべきである」（Ｓ苞・も・盆、同右、②二一一一
’三ページ）。
こ
の
よ
う
な
グ
ラ
ム
シ
の
規
定
は
、
た
と
え
ば
、
「
物
質
と
は
、
人
間
に
そ
の
感
覚
に
お
い
て
あ
た
え
ら
れ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
の
感
覚
か
ら
独
立
し
て
存
在
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
感
覚
に
よ
っ
て
模
写
さ
れ
、
撮
影
さ
れ
、
反
映
さ
れ
る
客
観
的
実
在
を
言
い
あ
ら
わ
す
た
め
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
（“）忌己：ロ・后同一
（
“
）
旨
ｇ
七
・
ｍ
同
右
（
“
）
胃
９
６
．
ｍ
同
右
（“）旨Ｑ・も．『同右
（Ｗ）量９．６．ｍ同右
の哲学的範囑である」（「唯物論と経験批判論」⑩、国民文庫版、一六二ページ）という規定とは異なるものである。と
く
に
、
「
も
ち
ろ
ん
、
物
質
と
意
識
と
の
対
立
も
、
き
わ
め
て
制
限
さ
れ
た
領
域
の
限
界
内
で
だ
け
、
す
な
わ
ち
い
ま
の
場
合
に
は
も
っ
ぱ
ら
、
な
に
を
第
一
次
的
な
も
の
と
み
と
め
、
な
に
を
第
二
次
的
な
も
の
と
み
と
め
る
か
、
と
い
う
認
識
論
上
の
根
本
問
題
の
限
界
内
で
だ
け
、
絶対的意義をもっている」（同、一八八ページ）とされる「認識論」の問題としては明らかに「逸脱」するものである。
し
か
し
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
グ
ラ
ム
シ
の
た
と
え
ば
「
客
観
性
」
や
「
客
観
的
な
も
の
」
が
、
レ
ー
ニ
ン
の
物
質
概
念
に
そ
の
ま
ま
対
応
す
る
認
識
論
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
た
だ
ち
に
意
味
す
る
の
か
、
も
し
く
は
「
物
質
－
意
識
」
関
係
を
主
題
と
す
る
哲
学
的
認
識
論
と
「
主
体
Ｉ
客
体
」
関
係
を
主
題
と
す
る
史
的
唯
物
論
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
区
別
し
た
う
え
、
後
者
の
次
元
で
思
索
す
る
も
の
な
の
か
な
ど
を
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
問
題
だ
ろ
う
。
そ
の
さ
い
に
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
「
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
…
…
唯
物
論
哲
学
を
上
ま
で
き
ず
き
あ
げ
る
こ
と
に
、
す
な
わ
ち
唯
物
論
的
認
識
論
に
で
は
な
く
唯
物
史
観
に
、
最
大
の
注
意
を
む
け
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
諸
著
作
で
、
弁
証
法
的
唯
物
論
よ
り
も
弁
証
法
的
唯
物
論
を
い
っ
そ
う
強
調
し
、
史
的
唯
物
論
よ
り
も
史
的
唯
物
論
を
い
っ
そ
う
強
く
主
張
し
た
」
（
同
、
の
四
六
二
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
規
定
と
、
グ
ラ
ム
シ
の
「
き
わ
め
て
一
般
的
な
「
史
的
唯
物
論
」
と
い
う
表
現
の
な
か
で
、
形
而
上
学
的
な
起
源
を
も
つ
後
の
言
葉
で
は
な
く
、
「
史
的
」
と
い
う
最
初
の
言
葉
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。
実践の哲学は、絶対的「歴史主義」であり、思想の世俗主義、現世主義であり、歴史の絶対的人間主義である」（冒ｇ》
ロ・←＆同右、②二一二ページ）。という規定をも対比しつつ考慮・検討するべきであろう。また、グラムシが、イタリ
ア
の
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
「
形
而
上
学
的
」
伝
統
や
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
的
機
械
的
唯
物
論
へ
の
対
抗
の
中
で
思
索
し
て
い
る
こ
と
も
考
察
に
い
れ
る
グラムシの市民社会論。
同右、③八九ページ。
同右、③七九ページ。
同右、③八○ページ。
同右、③八三ページ。
同右、③八三ページ。
一ハー
前
稿
訂
正
ｐ208 〆￣、グー、、グー、７０６９６８
，－〆、－戸_、￣注（ｕ）
（、） グラムシの市民社会論ロ
巴一口もと同右、③八四’八五ページ。
旨９．６．℃同右、③八五ページ。
忌丘・も・己同右、③八六ページ。
誤
正
ｎｍ，胃Ｑ’６．届、‐っ・同右、①二四二’三ページ。↓・戸一屋丘・》ｂ・匿い‐四・同右、①一九五’六ページ。
与国・も．］競同右、①一一四三ページ。
↓日ロ，６．画虜同右、①一九六ページ。
｛ハーー
